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神奈川県 寒川町議会 

 

（事績２）住民に開かれた議会 

 

寒川町議会は、これまで町民から直接選挙で選ばれた議員と町長とで構成された二元代

表制のもとで、相互に対等で緊張ある関係を保ちつつ、身近な民主主義の実現や町民の福祉

向上のため、町民の負託に応える活動を行ってきた。  

「住民に、より開かれた議会」を目指すため平成 19 年に任意に組織した「議会改革推進

委員会」を設置し、2 年間を１期とし、現在も引き続き改革を進めている。これまで平成 20

年に本会議のインターネット中継の開始、平成 24 年に通年議会の導入、平成 26 年に CATV

の議会予・決算特別委員会の放送の実施、ペーパーレス化や効率的な議会運営及び議会活動

能力の強化を図るため、平成 27 年にタブレットの導入等に取り組んできた。そのような中、

令和 4 年から令和 6 年 1 月までの 3 年間、26 回にわたる協議・検討を進め、令和 6 年 6 月

21 日の本会議で議会基本条例を全会一致で可決した。この条例は、改革を後戻りさせず確

実なものとし、社会経済状況の変化へ迅速に対応するため、継続的に改革を実施していく決

意であり、また今後もより一層町民の負託に応え、開かれた議会であることを目指すととも

に、子どもたちに政治を自分事として考えてもらうよう全国で初めて主権者教育推進を明

文化したものである。 

主権者教育推進を明文化した背景として、昨今、選挙における低投票率や政治への無関心

が深刻化していることがある。特に若者の政治や選挙に対する意識は高いとはいえない。こ

のような課題は全国共通のものであり、総務省や三議長会においても主権者教育の取り組

みが進められていることから、町議会としても基本条例制定を契機として、この課題に向き

合うことになった。また、選挙権が 18 歳へ引き下げられたことから、政治や選挙について

は早期に学ぶことが望ましいと考え、主な対象を児童生徒としたことが特色である。制定に

伴い、具体的な内容は、あまり前例のない新しいものとし、体験型イベントの企画や全国初

となる議会のテーマソング作成など、親しみやすさや参加しやすさなどを重視した。 

 

1.特色ある主権者教育 

小学生の親子を対象にした「のぞいてみよう 寒川町議会親子探検ツアー」を、本年 8 月

8 日に実施した。当日は 8 組 21 人が参加。各グループに分かれ、議員がコンダクターとな

り、議長室や委員会室をツアー形式でめぐり、各部屋では担当の議員が部屋の説明をし、子

どもたちは実際に椅子に座ってみたり、疑問に思ったことを質問したりした。本会議場の見
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学では、子どもたちは順番に議長席に座り、記念撮影。最後、子どもたちは一同に議員席に

座り、通常の議会と同じ言葉遣いや進行により出題されるクイズを実際の採決システムに

より回答し、親しみやすさと雰囲気を肌で感じ取ることができる体験型の事業とした。 

 

 

2.全国初となる議会のテーマソング 

議会の認知度向上、より議会を身近に感じてもらえるよう、議員と議会事務局職員により

オリジナルソングを 2 曲作成した。 

「議会チャチャチャ」は、本会議の言葉遣いをそのまま用いながらもキャッチーなフレー

ズを取り入れ、真面目さとユーモアさを取り入れ、思わず口ずさんでしまうことで、議会を

意識してもらうことも狙いである。 

「みんな主権者」は、主権者教育に資するため、町議会として、主権者へ伝えたい思いを

歌詞にして、音楽に乗せて伝えることで学ぶというより、聞くことで自然に学べるようにし

た。 

また、議会や議員を少しでも身近に感じてもらえるよう、「議会チャチャチャ」をＢＧＭ

に、「町議会議員たちのとある１日」を再現する動画を作成した。 

 

3.広報の充実 

令和 6 年 5 月号から、親子で議会だよりを手に取るきっかけとなるよう、主に小学生へ

向けた主権者教育用のコーナーである「議会ラボ」を新たに設けた。本コーナーでは、議会

に関することをわかりやすく説明し、今号で説明した内容から次号でクイズを出題する形

式となっている。 

 

4.議会報告会 

平成 30 年から「身近に」「気軽に」「リアル」をモットーにワールドカフェ形式の意見交

換会であるオープントーク cafê を実施し議会報告会に代わる自由な「しゃべり場」を始め

た。本年 11 月 9 日には、「ユーストーク cafe」と称し、議会報告会の新たな手法として政

策決定体験カードゲーム及び意見交換会を実施するが、主権者教育推進のため、今回は対象

を中高生から 25 歳未満とした。 

 

5.住民との関係強化 

これまで、執行部への政策提言に向けて各種団体との意見交換会を積極的に実施してき
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た。条例制定後は、児童生徒も対象とするなどさらに力を入れて実施していきたい考えであ

る。また、議会を身近に感じてもらうため、平成 31 年から開始したインターネットラジオ

番組についても、より興味を持っていただけるよう内容を充実させていく。 

 

 

 


